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はじめに
ガンマ線とは励起エネルギー状態にある原子核がよ

り低い励起エネルギー状態または基底状態に移る際に

発生する電磁放射線（非常に高いエネルギーを持った

光）のことです。ところで、コ／＼ル卜60という放射性同位
元素については医療用放射線の線源としても使用され

ているため、耳にされた乙とがあるという方もいらっしゃ

るかと思います。コI¥Jレ卜60は1度の壊変に際して1.17
MeVおよひ、1.33MeV の2本のガンマ線を放射します。当
ガンマ線照射施設では線源として乙のコ／＼ル卜60を使
用し、純粋なガンマ線による照射実験を行っています。

施設概要
施設内には照射室、操作室、準備室、測定室、管理室

の5つの部屋があり、実際のガンマ線照射は照射室で行
われます（写真1)。ガンマ線非照射時、コI¥Jレ卜60ガン
マ線源は照射室地下の鉛製格納容器内に格納されてい

ます。ガンマ線の照射は、操作室にある操作盤を操作し

線源を照射室内照射台上まで遠隔操作で押し上げる乙

とによって、操作者が被曝することなく安全に行うことが

できます（写真2）。一般にとのような方式の照射装置は
押し上げ式ガンマ線照射装置と呼ばれています。乙の照
射装置には最大414TBqの線源を設置することがで、き、

最高線量率36kGy/hのガンマ線照射が可能です。照射

室はおおよそ15m2の広さがあり、照射室内の各ポイン
卜で照射されるガンマ線の線量率は大きく異なっている

ので、広範囲の線量率で、多様な種類、大きさ、形状の対
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図1：年間利用研究グループ数と総照射時間の推移

利用状況
図1に平成21年度から平成29年度までの、実際に当

施設を利用した研究グループの数と年間総照射時間を

示します。ご覧の通リおおよそ年20～30の研究グルー
プに利用され、総照射時聞は年間3,000から6,000時聞

に及びます。

以下に近年、当施設を利用して行われた主な研究を

紹介します。

物理学、工学系：

・放射線による原子および分子の励起状態に関する研
げh
プ1.,

・高分子化合物、金属、コンクリ一卜など材料への放射

線照射による物質内損傷の蓄積挙動および材料特性へ

の影響研究

・各種デバイスへの放射線照射効果解析および放射線

耐性デバイスの開発研究

・各種シンチレータ一、セラミックス、ポリマーゲルなど

を用いた放射線線量計の開発研究

・高放射線環境および医療放射線照射場における線量

測定評価システムの開発研究

・マイクロドシメトリーの評価法に関する研究

化学、物質化学系：

・放射線の有機化合物の構造およ
び機能におよぼす影響に関する研
げh
プ1.,

・放射線照射による機能性高分子、

金属ナノ微粒子などの合成に関す

る研究

・放射線によるDNAを始めとした生
体分子の構造変化の化学的性状解

析研究

・高分子有機化合物、無機塩、鉱物、

ガラスなど種々の物質における放

射線誘起発光現象の研究

・放射性エアロゾルの測定？去に関
する研究

生物学、医学、薬学、農学系：

・放射線によるDNA、タンパク質、脂
質の損傷および修復機構の研究

・細菌、酵母、晴乳類細胞、昆虫、マ

ウスなどを対象とした、突然変異、バイスタンダ－効果、

修復・回復・抗酸化システムなどが関与した放射線生物

影響および生体防御機構の研究

・がん放射線治療の基礎研究、およびそのための薬剤

開発研究

・放射線による育種研究
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。

このように、装置の性能、使い勝手の良さもあり、当施

設は学内外の多くの研究グループに利用され、物理学、

工学、化学、物質化学、生物学、医学、薬学、農学など様々

な分野の研究が行われています。

おわりに

当施設は純粋なガンマ線の照射効果に着目した基礎

から応用までの幅広い研究分野における照射実験を行

う施設であると同時に、所内他施設において行われてい

る中性子線、電子線など種々の線種の放射線照射実験

に対するリファレンス放射線を提供する施設として、複

合原子力科学研究の推進に寄与しています。乙れまで当

施設は大きな事故など無く安全に運営されてきました

が、今後も装置の点検、メンテナンスを確実に行い、被

曝事故などが無いよう安全な管理を行ってまいります。
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このように、装置の性能、使い勝手の良さもあり、当施

設は学内外の多くの研究グループに利用され、物理学、

工学、化学、物質化学、生物学、医学、薬学、農学など様々

な分野の研究が行われています。

おわりに

当施設は純粋なガンマ線の照射効果に着目した基礎

から応用までの幅広い研究分野における照射実験を行

う施設であると同時に、所内他施設において行われてい

る中性子線、電子線など種々の線種の放射線照射実験

に対するリファレンス放射線を提供する施設として、複

合原子力科学研究の推進に寄与しています。乙れまで当

施設は大きな事故など無く安全に運営されてきました

が、今後も装置の点検、メンテナンスを確実に行い、被

曝事故などが無いよう安全な管理を行ってまいります。
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放易刊主廃棄物の安定化とがん治療のための ｜ 

アクチノイドの元素の物性化学研究 ｜ 

原子力基礎工学研究部門

山村朝雄教授

私たちは、原子燃料を構成するウラン、その中

で、燃焼によって作り出される人工のアクチ／イド

元素の物性化学研究を進めています。アクチノ

イド元素はどれも放射性があり、例えばネプツ

ニウムは、原子炉燃料中ではウランやプル卜ニ

ウムに比べると量が少ないことから「マイナーア

クチノイド」と呼ばれますが、かなり長期間安定であるとはいえ100

万年で半分に減少する放射能があり、このような長期聞にわたる放

射性廃棄物の対処は原子力の問題の中核と

なっています。加えて、原子炉燃料としての管理

も必要であり、その研究は日本の大学では複合

原子力科学研究所のホットラボでのみ可能です

（図1)。
ζのようなアクチ／イド元素は人類により発見

されて70年余しか経っておらず、まだ解明されて

いない興味深い化学的性質があります。その1

っとして、私たちは高速な酸化還元反応を利用

したエネルギー効率の高いネプツニウム電池を

実証してきました。

転移性がんに対するアルファ放射体核医薬と

う放射性同位体（RI）の市販が始まりました。固形がんと異なり全身

に転移し薬物療法も適用しにくくなった場合に利用されます。2016

年に、がんが全身に転移した患者さんlこ、図2③のようにアルファ線
を出すRIをがん細胞に吸着する性質をもっ配位子をつけて患者に

投与すると、治癒することが報告されました。核医薬に使うRIにはい

くつか条件があります。がん以外を傷つけないアルファ線しか出さな

い乙と、短寿命で

て、アクチ／イド元素の場合に』ま1原子が数個のアルフア線を出すの
で、非常；ζ効率が良いので、す。

私たちは図2①のすでに利用されている錯体に加え、酸化物を用
いたり②のような錯体を用いたアクチノイドの物性化学研究を通じ

て、このような放射性廃棄物を人類が安全に管理できるようにした

いと考えています。

‘トリワ品DOTMP個体

RI 

して、2016年に骨がんなどへのラジウム223とい 図1・アクチノイド、元素の化学特性を調べるク、口ーフボックス 図2・アルファ放射体としてのアクチノイド錯体の利用

高分子系の髄解析と機能性の研究 ｜ 
粒子線基礎物性研究部円安

川口昭夫助教

私の研究テーマは「高分子系の構造解析と機

能性」になります。私は主に回折法と分光法を用

いて高分子系の構造解析を行っています。

高分子（ポリマ一）というと化学を知っている

人であれば「ああ、分子が沢山、繋がった構造で、

しよう7」というところは広く理解してもらえること

と思います。確かにその理解は間違っていない

のですが、その先の「構造」とか「機能性Jの部分で、は理解に幅があっ
たり、時には誤解があったりする場面に時々出会います。ポリマーの

物性や機能性には「何がつながっているか（1次構造）」も重要です

が、「どのくらいつながっているか」「と、のように重なっているか」とい

う「高次構造」で大きく変わります。

私の研究の出発点は、 1次構造としては親水性高分子のポリアミ
ド（ナイロン）があり、そとでのヨウ素や水の包接構造や構造転移を

調べる、というものなのですが、それを研究していくうちに今ではナ

イロン以外の親水性高分子や時には疎水性高分子にまで、対象が広

がっています。特に様々な高分子系へのイオン拡散がヨウ素の存在

によって飛躍的に向上したり、時にはイオン拡散が分子鎖配向や結

晶内拡散など高分子の構造変調を引き起こしたり、と最初は予想も

していなかった拡散過程が進行します。これらは高次構造下でのイ

オン拡散であり、必ずしも溶液（溶媒）のような「乱れた状態」として

3 

の液相を必要としません。また「疎水性」のマトリクスに対して水溶液

からのイオン拡散に応用する乙とも可能です。

このようなイオン拡散を利用することで、室温下の水溶液からのイ

オン拡散によって無機フィラーを「内部析出」させたハイブリッドナノ

コンポジ、ツ卜、が提案できます。とれはハイブリツドコンポジ、ツ卜を

「豆大福」にたとえるなら、「餅」マトリクスを軟らかくしないで（「餅」

の形を変えずに）無機フィラー（豆＞ゴマ＞芥子粒＞・・・＞イオン）を

イオンレベルから拡散させ、「内部析出」によって成長させる、という

発想のコンポジッ卜調製法です。この調製法のメリッ卜はマトリクス

のサイズや形状に自由度が高く、高分子素材であれば先に成形して

おいたフィルム・繊維・布串・不織布などをコンポジッ卜化できる点

にあります。

「溶融できないマトリクス」（セミ殻キチン、鶏腿コラーゲン）をコンポジッ卜化した例。

安本年10月1日付で研究室ごと別の研究部門に異動する予定です。

脳腫蕩閥均ウ素中性子捕捉療法および基礎研究 ｜ 
粒子線腫蕩学研究センター粒子線腫療学研究分野

近藤夏子助教

私は、医師兼研究者として、当研究所で、行って

いる中性子捕捉療法と、関連する脳腫虜の基礎

研究に携わっています。もともと脳神経外科に

入り、手術で脳腫虜を摘出するととを勉強してき

ましたが、大学院の博士課程で悪性脳腫療の基

礎研究を始めたのがきっかけで研究の世界に

入りました。悪性脳腫虜は正常な脳に浸潤して

大きくなるため、手術で取りきる乙とは非常に困難です。そこで、X線

治療や化学療法を行いますが、悪性であるゆえにX線治療や化学療

法に対して抵抗性で再発は必至です。当研究所では、ホウ素中性子

捕捉療法（BNCT）を用いて、脳腫蕩の患者さんの生存期聞を延ばす

ことを目指しています。BN仁Tでは、腫虜にホウ素という薬剤を集中し

て取り込ませて中性子を照射します。腫療に取り込まれたホウ素は

中性子と反応して、「α粒子およびリチウム原子核」という強力な粒
子線を放出します（右図）。乙の強力な粒子線は×線の3倍以上の殺

傷力を持っており、腫蕩を選択的に死滅させることができます。現

在、患者さんの生存期聞を延長するととはできますが、しかし、患者

さんが根治するかというと、なかなかそうはいきません。なぜか・・。

その原因を探るために基礎研究をしています。例えば「腫虜幹細胞」

という腫療の再発の元凶と考えられている細胞があります。この腫虜

幹細胞がX線に抵抗性であり、周囲の他の腫虜細胞が死んでも、との

2018年5月27日、複合原子力科学研究所

発足記念式典・記念祝賀会を開催しました。

式典では、まず、川端祐司複合原子力科学

研究所長による式辞および「複合原子力科

学の先端学術研究拠点、の形成に向けて」と

題した記念講演が行われました。引き続き、

湊長博京都大学プロポスト理事・副学長、西

井知紀文部科学省研究振興局学術機関課

長、上坂充日本原子力学会会長、家泰弘日

本学術振興会理事、藤原敏司熊取町長より

祝辞が述べられました。

腫蕩幹細胞は生き残り、再発の原因となります。との腫虜幹細胞にホ

ウ素は取り込まれるのか否か・・。また、放射線を照射すると腫虜細胞

が逃げるように周囲の脳に浸潤・播種することがあるのですが、

BN仁Tではどうなのか・・・。とれらを主なテーマとして基礎研究に取り

組んでいます。さらに、正常な脳神経組織に放射線が照射されると

炎症が起こりますが、その炎症を鎮めてできるだけ正常な脳神経組

織の機能を守るという基礎研究にも取り組んでいます。少しでも悪

性脳腫蕩の患者さんの予後が延長し、有意義な生活を送るととがで

きることを祈念しながら、これからもBN仁Tに関連する基礎研究に取

り組んでまいりたいと思います。
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ホウ素中性子捕捉療法の原理

式典後に開催した祝賀会では、山名元原

子力損害賠償・廃炉等支援機構理事長によ

る挨拶の後、中島英雄若狭湾エネルギー研

究センタ一所長による乾杯の発声が行わ

れ、中西友子原子力委員会委員、永江知文

日本物理学会副会長、高橋明男日本原子力

産業協会理事長より祝辞が述べられました。

最後に、中島健複合原子力科学研究所副所

長より閉会の挨拶があり、盛会のうちに記念

行事は閉会となりました。 川端複合原子力科学研究所長による記念講演の様子
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放易刊主廃棄物の安定化とがん治療のための ｜ 

アクチノイドの元素の物性化学研究 ｜ 

原子力基礎工学研究部門

山村朝雄教授

私たちは、原子燃料を構成するウラン、その中

で、燃焼によって作り出される人工のアクチ／イド

元素の物性化学研究を進めています。アクチノ

イド元素はどれも放射性があり、例えばネプツ

ニウムは、原子炉燃料中ではウランやプル卜ニ

ウムに比べると量が少ないことから「マイナーア

クチノイド」と呼ばれますが、かなり長期間安定であるとはいえ100

万年で半分に減少する放射能があり、このような長期聞にわたる放

射性廃棄物の対処は原子力の問題の中核と

なっています。加えて、原子炉燃料としての管理

も必要であり、その研究は日本の大学では複合

原子力科学研究所のホットラボでのみ可能です

（図1)。
ζのようなアクチ／イド元素は人類により発見

されて70年余しか経っておらず、まだ解明されて

いない興味深い化学的性質があります。その1

っとして、私たちは高速な酸化還元反応を利用

したエネルギー効率の高いネプツニウム電池を

実証してきました。

転移性がんに対するアルファ放射体核医薬と

う放射性同位体（RI）の市販が始まりました。固形がんと異なり全身

に転移し薬物療法も適用しにくくなった場合に利用されます。2016

年に、がんが全身に転移した患者さんlこ、図2③のようにアルファ線
を出すRIをがん細胞に吸着する性質をもっ配位子をつけて患者に

投与すると、治癒することが報告されました。核医薬に使うRIにはい

くつか条件があります。がん以外を傷つけないアルファ線しか出さな

い乙と、短寿命で
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私たちは図2①のすでに利用されている錯体に加え、酸化物を用
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高分子系の髄解析と機能性の研究 ｜ 
粒子線基礎物性研究部円安

川口昭夫助教

私の研究テーマは「高分子系の構造解析と機

能性」になります。私は主に回折法と分光法を用

いて高分子系の構造解析を行っています。

高分子（ポリマ一）というと化学を知っている

人であれば「ああ、分子が沢山、繋がった構造で、

しよう7」というところは広く理解してもらえること

と思います。確かにその理解は間違っていない

のですが、その先の「構造」とか「機能性Jの部分で、は理解に幅があっ
たり、時には誤解があったりする場面に時々出会います。ポリマーの
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う「高次構造」で大きく変わります。

私の研究の出発点は、 1次構造としては親水性高分子のポリアミ
ド（ナイロン）があり、そとでのヨウ素や水の包接構造や構造転移を

調べる、というものなのですが、それを研究していくうちに今ではナ

イロン以外の親水性高分子や時には疎水性高分子にまで、対象が広

がっています。特に様々な高分子系へのイオン拡散がヨウ素の存在

によって飛躍的に向上したり、時にはイオン拡散が分子鎖配向や結

晶内拡散など高分子の構造変調を引き起こしたり、と最初は予想も

していなかった拡散過程が進行します。これらは高次構造下でのイ

オン拡散であり、必ずしも溶液（溶媒）のような「乱れた状態」として
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の液相を必要としません。また「疎水性」のマトリクスに対して水溶液

からのイオン拡散に応用する乙とも可能です。

このようなイオン拡散を利用することで、室温下の水溶液からのイ

オン拡散によって無機フィラーを「内部析出」させたハイブリッドナノ

コンポジ、ツ卜、が提案できます。とれはハイブリツドコンポジ、ツ卜を

「豆大福」にたとえるなら、「餅」マトリクスを軟らかくしないで（「餅」

の形を変えずに）無機フィラー（豆＞ゴマ＞芥子粒＞・・・＞イオン）を

イオンレベルから拡散させ、「内部析出」によって成長させる、という

発想のコンポジッ卜調製法です。この調製法のメリッ卜はマトリクス

のサイズや形状に自由度が高く、高分子素材であれば先に成形して

おいたフィルム・繊維・布串・不織布などをコンポジッ卜化できる点

にあります。

「溶融できないマトリクス」（セミ殻キチン、鶏腿コラーゲン）をコンポジッ卜化した例。

安本年10月1日付で研究室ごと別の研究部門に異動する予定です。

脳腫蕩閥均ウ素中性子捕捉療法および基礎研究 ｜ 
粒子線腫蕩学研究センター粒子線腫療学研究分野

近藤夏子助教

私は、医師兼研究者として、当研究所で、行って

いる中性子捕捉療法と、関連する脳腫虜の基礎

研究に携わっています。もともと脳神経外科に

入り、手術で脳腫虜を摘出するととを勉強してき

ましたが、大学院の博士課程で悪性脳腫療の基

礎研究を始めたのがきっかけで研究の世界に

入りました。悪性脳腫虜は正常な脳に浸潤して

大きくなるため、手術で取りきる乙とは非常に困難です。そこで、X線

治療や化学療法を行いますが、悪性であるゆえにX線治療や化学療

法に対して抵抗性で再発は必至です。当研究所では、ホウ素中性子

捕捉療法（BNCT）を用いて、脳腫蕩の患者さんの生存期聞を延ばす

ことを目指しています。BN仁Tでは、腫虜にホウ素という薬剤を集中し

て取り込ませて中性子を照射します。腫療に取り込まれたホウ素は

中性子と反応して、「α粒子およびリチウム原子核」という強力な粒
子線を放出します（右図）。乙の強力な粒子線は×線の3倍以上の殺

傷力を持っており、腫蕩を選択的に死滅させることができます。現

在、患者さんの生存期聞を延長するととはできますが、しかし、患者

さんが根治するかというと、なかなかそうはいきません。なぜか・・。

その原因を探るために基礎研究をしています。例えば「腫虜幹細胞」

という腫療の再発の元凶と考えられている細胞があります。この腫虜

幹細胞がX線に抵抗性であり、周囲の他の腫虜細胞が死んでも、との

2018年5月27日、複合原子力科学研究所

発足記念式典・記念祝賀会を開催しました。

式典では、まず、川端祐司複合原子力科学

研究所長による式辞および「複合原子力科

学の先端学術研究拠点、の形成に向けて」と

題した記念講演が行われました。引き続き、

湊長博京都大学プロポスト理事・副学長、西

井知紀文部科学省研究振興局学術機関課

長、上坂充日本原子力学会会長、家泰弘日

本学術振興会理事、藤原敏司熊取町長より

祝辞が述べられました。

腫蕩幹細胞は生き残り、再発の原因となります。との腫虜幹細胞にホ

ウ素は取り込まれるのか否か・・。また、放射線を照射すると腫虜細胞

が逃げるように周囲の脳に浸潤・播種することがあるのですが、

BN仁Tではどうなのか・・・。とれらを主なテーマとして基礎研究に取り

組んでいます。さらに、正常な脳神経組織に放射線が照射されると

炎症が起こりますが、その炎症を鎮めてできるだけ正常な脳神経組

織の機能を守るという基礎研究にも取り組んでいます。少しでも悪

性脳腫蕩の患者さんの予後が延長し、有意義な生活を送るととがで

きることを祈念しながら、これからもBN仁Tに関連する基礎研究に取

り組んでまいりたいと思います。

’r.:1≪11子l.. ff¥kV・

一致；
主唱IIk佐＼＇／』』

，阜4M'f¥"

ホウ素中性子捕捉療法の原理

式典後に開催した祝賀会では、山名元原

子力損害賠償・廃炉等支援機構理事長によ

る挨拶の後、中島英雄若狭湾エネルギー研

究センタ一所長による乾杯の発声が行わ

れ、中西友子原子力委員会委員、永江知文

日本物理学会副会長、高橋明男日本原子力

産業協会理事長より祝辞が述べられました。

最後に、中島健複合原子力科学研究所副所

長より閉会の挨拶があり、盛会のうちに記念

行事は閉会となりました。 川端複合原子力科学研究所長による記念講演の様子
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技術室・飯沼勇人さんに聞く
Ql：研究所に来られたいきさつを教えてください。

2011年に近畿国立大学法人等統一採用試験に合格してから、いく

つかの大学の説明会に参加して、業務内容に興味を持った当時の原

子炉実験所の面接試験を受けて、2012年4月に採用されました。

Q2：現在の職務内容について簡単に教えてください。

研究所内には放射性同位元素（RI）を使用できるいくつかの放射

線施設と、たくさんの実験設備・装置があり、私の所属している実験

設備管理部では原子炉施設以外の研究施設や実験設備・装置の運

営と保守管理をしています。業務では所内の先生方や学生さん、他

大学・研究機関の共同利用者の方々と接することが多く、研究の 端

を垣間見られるととが面白く感じています。

。＠＠
イ湯ビュー

Q3：出身地のご当地自慢をお聞

かせください。

和歌山県といえば、みかんや

梅干しが特産で、白浜や高野

山、熊野古道などが有名です

が、和歌山市はというと、特に自

慢できると乙ろが思いつかない

です。強いて言えば和歌山城は

大阪城や姫路城と比べると小さ

。＠＠＠＠＠＠
氏名飯沼勇人（いいぬまゅうと）
出身地田和歌山県和歌山市
略歴・大阪市立大学工学部応用物理学科卒業
2012年4月京都大学原子炉実験所技術
室に採用

京都大学大学院工学研究科
機械理工学専攻（木野村研究室）・中島諒さんに聞く
Ql：研究所で、の学生生活はし、かがで、すか？

探究心くすぐ、られる毎日を過ごしています！と言うのも以前まで私

が通っていたのは教員差成系の大学で、した。子どもの興味関心に触

れる生活が、今度はその興味関心そのものを調べる毎日に、とにかく

新しいととを浴びるように過ごす日々がとても幸せです。

Q2：現在の研究テーマについて易しく教えてください。

「眼には見えないものを見る」乙れこそが私たちの取り組んでいる

研究です。ものには色々な見方があります例えば姿全体を見たり、

表面に注目して見たり。その中でも私たちは陽電子という電子の反

粒子の力を借りて，原子が抜け落ちている部分を見ることに尽力を

注いでいます。その部分が材料のと、のような性質に関わっているの

かを追求して身の回りで活躍できるものを調査しています。

Q3：将来目指しているととを教えてください。

子どもたちに何かを追い求める楽しさを伝えられる存在になれた

ら、それが研究者なのか学校の先生なのかはわかりませんが．あと

は自分が興味を持ったものに溺れる時閣を過ごせたらと思います。

Q4：出身地のご当地自慢をお聞かせください。

明石市といえば子午線｜明石焼き1たこ｜鯛！という声が聞こえてき

そうですが、それだけではありません！最近は中核市となり、子育て

支援や教育にも力を入れておりとても住みやすい街として変貌を遂

げつつあります。

QS：趣味はなんで、すか？。

ボルタ、リングと音楽を聴くことです。ボルタ、リングは登れなかった

s 

くて地味ですが、天守聞

からの眺めも良く、お城

のすぐ側に動物園や公

園があって、好きなス

ポッ卜ではあります。あと

は、スーパーで、売ってい

る魚が安くておいしいで

す。

Q4：趣味はなんで、すか？

音楽が好きで、聴くの

はもちろん、ギターも弾

きます。時々、ライブや

ロックフェスに行ってい

て、サマーソ二ツクには

毎年のように行っていま

す。また、大学時代に所

属していた軽音楽サー

クルの仲間と今でも年

に1、2度、同窓会のよう
なライブをしたり、今年

の春は友人の結婚式で

ギターを弾いたり、ちょく

ちょく演奏の場をもらえています。 人でギターを弾くのも楽しいで

すが、やはりバンドで合わせた時に一体感を感じられる瞬間が一番

楽しいです

QS：モットーを教えてください。

特にないです。すいません。

課題をクリアするために悩んだリ色々な人とお話しできたりするとと

が楽しいです！音楽は私の人生と切り離せないもので、魅力溢れる言

葉の並べ方に心惹かれます。

。＠＠＠＠＠＠
中島諒（なかじままとと）
出身地：兵庫県明石市
出身大学：東京学芸大学教育学研究科理科教育専攻

ASK WORLDレポート

ドイツフライブルク
大学留学記
粒子線腫痔学研究センター粒子線腫痔学研究分野
渡這翼助教

ドイツフライブルク大学にて放

射線生物学の基礎研究と新たな

手法を勉強するべく去年の10月

より滞在させていただいておりま

す。ドイツの研究環境についてご

紹介したいと思います。

ドイツに来て一番驚いたことは

研究室内におけるディス力ツショ

ンの機会の多さです。毎日、教授

がそれぞれのラボメンバーのデ

スクの前に立ちその日の実験結

果を元にディスカッションを行い

ます。教授は自らの経験からくる

洞察や最新の論文の結果を交えラボ、、のーコマ
て大局的に実験結果を解釈し、研

究者自身が実験から直接感じたフィーリングや考察を交える乙とで、

さらにディス力ッションが高次のものになっていくのが実感で、きま

す。これらのディスカッションの際、近くにいるラボメンバーからも

様々な意見が飛び交います。一連のデータから様々な可能性を提案

しあい、議論をし尽くす乙とは論文作成の際にも大いに役立つので

はないかと思いました。論文の量・質に関する文科省科学技術政策

研究所の調査によると2013-2015年における論文数において、ドイ

ツは米国・中国に次ぐ第3位（日本第5位，日本の約1.25倍）でした。ま

平成30年4月7日（土）に 般公聞を実施しました。気温は午前中

12てと低く、葉桜で、あったにもかかわらず、226名の方々にお越しい

ただきました。原子炉棟（研究用原子炉とホットラボラ卜リ）、イノ

ベ ションリサ チラボラ卜リ （FFAG加速器）、廃棄物処理棟（放射

性廃棄物処理設備）の3ヶ所の施設見学といくつかのイベン卜を行い

ました。イベン卜では、図書棟会議室において、当研究所で開発され

た、福島第一原子力発電所の事故による

広範囲の放射能汚染に対し放射線マッピ

ングを効率的・継続的にできるGPS連動型

放射線自動計測システムKURAMAとその

改良型であるKURAMA-11に関する紹介と

お茶を飲みながらの質疑・応答が行なわ

れました。さらに、図書棟ロビーでは、研究

用原子炉の模型と施設紹介パネルの展示

ならびに、研究所紹介ビデオの上映も行

いました。事務棟会議室では、「霧箱実験

（放射線の足跡を見る実験）」、「放射線で

宝探し（線源探し）」、「人工イクラ作り」の

実験教室を開催し、多くの家族連れの方々 施設見学の様子

6 

た質に関しても被引用回数TOP10%補正論文数シェアは米国約

40%，ドイツ約11%であるのに対して日本は約5%との乙とでありまし

た。原因は研究費の多寡によるものではないかと考えたのですが、

日本の科学技術関係予算はドイツとほぼ同等でありました（日本356

億ドル，ドイツ342億ドル， 2016年のデータ）。このデ、イスカッションの

多さと内容が、論文数と

質の高い研究環境を保つ

一助になっているので、は

ないかと推測しています。

このような貴重な機会

を頂けましたのは、川端

祐司所長、鈴木実教授を

はじめとした複合原子力

科学研究所の先生方と事

務の方々のお力添えが

あってこそと大変感謝し

ております。新しい環境に

身を置き新しい感性に触

れながら研究をするなか

で、心地よい選択圧を感

じ少しずつ成長していく

実感が持てております。こ

乙での経験を活かし、さら

に発展させられるよう、

日々目の前の実験に緊張

感を持って取り組んでい

る所存です。

自宅近くの風景。周りは自然が多いです。

Hanns Lange『l<IO
’90可・1974

Direktor des 

Rad刷句院hml聞紙切tl(t蝉 ・制”

フライブルク大学放射線治療科初代教授
(Langendor仔教授）の元へは京大放射線治療科
初代教授阿部光幸教授も留学されていらっしゃ
いました。

にご参加いただきました。翌4月8日（日）には桜公聞を開催し、197名

の方々に来所いただきました。

今後とも乙のような機会を通じて、地域住民の方々をはじめとした

多くの方々に、原子力とそれを支える基礎的な科学への理解の場を

提供して、当研究所における研究・教育活動についてご理解とご協

力が得られるように努力いたします。

実験教室の様子
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。＠＠＠＠＠＠
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た、福島第一原子力発電所の事故による

広範囲の放射能汚染に対し放射線マッピ

ングを効率的・継続的にできるGPS連動型
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用原子炉の模型と施設紹介パネルの展示

ならびに、研究所紹介ビデオの上映も行

いました。事務棟会議室では、「霧箱実験

（放射線の足跡を見る実験）」、「放射線で

宝探し（線源探し）」、「人工イクラ作り」の
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下記の要領で開催いたします。複合原子力科学研究所にお
ける共同利用・共同研究成果講演などを行います。

。開催日時：平成31年2月5日（火）10:30～17：・10
2月6日（水） 10:00～15:10 

（プログラム編成の都合で開催時聞に若干の変更があるかもしれません。）

＠開催場所京都大学複合原子力科学研究所事務棟大会議室旧頭発表）
同 図書棟会議室（ポスタ発表）

講演申込等、詳細については、複合研ホームページをご覧ください。
https://www.rri.kyoto u.ac.jp/events/10566 
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I:~~凶駐車事羽田岡，.：：f3l伝言健三勤】R語］lt=r'c.i・－－－
平成31年度共同利用研究の公募を行います。

女共同利用研究

＊専門研究会・ワ クショップ
提出締切日：平成30年10月24日（水）必着

’~.：，ll,;~111~·~育面；昔ヨ詮ヨ，.. mt:i百m峯ヨ~－

公募要項・申請書は下記URLからダウンロードしてご利用ください。
https://www. rri. kyoto-u .ac.j p/ J RS/kobo/kobo. htm 
上記URLは、9月14日頃から利用可
・照会先
京都大学複合原子力科学研究所共同利用掛
電話：072-451-2312 ファックス：072-451-2600
電子メールアドレス：kyodo2312＠ 『「i.kyotou a仁.jp

下記の要領で開催いたします。2名の講師がお話しします0

・日時：平成30年11月25日（日） 13・:30～16:00
・場所：熊取交流センター（煉瓦館）「コットンホール」
・講演1『トリウム魅力あふれるエネルギー資源とその基礎研究』
講師：宇根崎博信（京都大学複合原子力科学研究所教授）
・講演2：『陽電子が探る材料の世界一原子炉材料から光触媒材料まで－j
講師．永井康介（東北大学金属材料研究所教授、高エネルギー
加速器研究機構物質構造科学研究所教授（兼任））

・定員：180名（先着順）
・対象：中学生～一般
・参加費．無料
・申込方法当日、会場にお越しください。
詳細については、複合研ホムペジをご覧ください。
https://www.rri.kyoto-u.ac.j p/pu blic/asf/2018/lectu re.ph p 
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通算22号の今号は「複合原子力科学研究所（略称：複合研）」
に名称変更後の記念すべき第1号となります。これまでの名称
「原子炉実験所」では研究用原子炉が中心という印象はありま
したが、本研究所には研究用原子炉以外にも様々な施設・装置
があります。巻頭特集で紹介した「コI＼）レ卜60ガンマ線照射施

設」もその一つで、幅広い研究分野で利用されてきています。こ
れからも様々な施設・装置を紹介することで本研究所の魅力の
一端をお伝えで、きればと思っております。また、平成30年10月1
日付で本研究所の組織変更が予定されております。本研究所
の今後の動向についても可能な限り本誌にて紹介させていた
だきます。

D:JlliZ~明師事副長L琵返す4’Bt:i市m主事・・・
広く科学に興味を持ってもらうため、気軽に科学とふれあえる
場として、種々 の実験・体験コーナーを企画しています。

・開催日・平成30年10月28日（日）13:00～16:00 
・場所：京都大学複合原子力科学研究所
・対象：小学生・中学生
・定員：50名
・参加費・無料
・申込方法等、詳細については、複合研ホームページをご覧ください。
https://www.rri.kyoto u.ac.jp/publi仁／asf/2018／仁lass.php

臨；国＇~~~割思想＝調峨田司1'＝~脂主臨海正副l封書

平成30年8月1日、熊取町教育委員会事務局生涯学習推進課
生涯学習グループ担当のジ、ユ二アチャレンジ講座実験教室
に、複合原子力科学研究所学術情報本部実験教室チ ムのう
ち11名のチ ム員が講師として、また、2名の院生が実験補助
のため参加しました。熊取町在住の53名の小学生が体験学習
しました。今回のテーマは、「化学反応体験 人工イクラのス
ノードームを作ろう！」と「「光」つてなにいろ？分光シートをつ
かつて虹を作ってみよう｜」の2つでした。小学生のみなさんは
楽しんで実験にチャレンジしていました。
参考.https://www.rri.kyoto-u.a仁.jp/archives/10526

巨亙亘E
．南海ウインゲパス「原子力研究所前」下車すぐ
※JR熊取駅発（所要時間約10分）「大阪体育大学前」行き、
「つば古が丘北口」行き
出南海泉佐野駅前発伊丹要時間約30分）「大阪体育大学前」行き

次号以降の田布を希望される方は、総務掛

までご連絡ください。

ご意見、ご感想をお待ちしています。
広報誌「アトムサイエンスくまとり」に対するご意見、ご感
想をお待ちしています。手紙、FAX、Eメ ルでお寄せくだ
さい。また、本誌の原稿執筆や取材などにご協力いただ
ける方を求めています。総務掛までご連絡ください。

京都大学複合原子力科学研究所総務掛
干5900494大阪府泉南郡熊取町朝代西2丁目
電話072451 2300 
ファックス：072-451-2600
電子メ ルアドレス：soumu2@rri.kyoto-u.aqp 
ホムペジ：https://www.『『i.kyoto-ua仁.jp/

．本誌の一部または全部を無断で複写、複製、転載するととは
法律で定められた場合を除き、著作権の侵害となります。


